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目 的　 現 在 の 食 生 活 は、 栄 養 的 に は 必 要 摂 取 量 を 満 た し、 嗜 好 的 に は 欲 求 す る も の が ほ

ぽ 人 手 で き る い わ ゆ る 飽 食 の 時 代 に あ る。 し か し 一 方、 外 食 産 業 の 発 達 に 伴う 既 製 食 品 の

増 加 や 調 理 技 術 の 低 下 な ど が 急 速 に す す む 中 で、 健 康 維 持 を 目 的 と す る 家 庭 で の 食一事 づ く

り の 見 直 し が 必 要 に な っ て き て い る。 そ こ で、 食 事 づ く り の 基 礎 で あ る 調 理 の 面 から、 こ

の 問 題 に 対 処 し た い と 考 え、 調 理 の 方 法 が 年 を 経 て 如 何 に 変 化 す る か を 調 査 し て、 そ の 変

化 が 食 生 活 に ど の よう に 影 響 を 及 ぼ す か を 検 討 す る こ と に し た。

方 法　 調 査 は7    1 種口 食 品 に つ い て、 そ れぞ れ 主 な 料 理 品 目 を 掲 出 し、 そ れ ら の 喫 食 頻

度 を 質 問 す る こ と に よ っ て 家 庭 に お け る 料 理 の 状 態 を 推 測 す る こ と と し、19    7   4 年 及 び

I   0 年 後 の19    8   4 年 に 同 様 の 調 査 を 行 っ て 両 年 の 比較 結 果 に つ い て は 第 １ 報 で 報告 し た。

今 回 は19    8   4 年 の 結 果 を 中 心 に 検 討 し た。 掲出 し た5    6   0 の 料 理 品 目 は、 日 常 調理 さ れ

る こ と が 多 い 料 理 を 予 備 調 査 で 選 定 し た も の で あ る。 調 査 対 象 は、 女 子 栄 養 大 学 学生 の家

庭 とし 調 査 票 の 記 入 は、 主 た る 炊 事 担 当 者 に 依 頼し た。 調 査 数 は7  8  2 世 帯 で あ る。

結 果　 今 回 は、 住 居 の 種 類、 台 所 の 広 さ、 調 理 器 具 の 所 有 率、 炊 事 担 当 者 の 仕 事の 有 無、

家 族 の 食 事 の 満 足 度 等 に つ い て 検 討 し た。1. 器 具 の 使 用 頻 度 が 高 い 場 合 に は、 料理 の 喫

食 頻 度 及 び 手 作 り の 度 合 い が 高 く な る 傾 向 が み ら れ た。2. 漬 物 を 手 作 り す る 度 合い は、

住 居 の 種 類 や 台 所 の 広 さ 等 に 影 響 さ れ る こ と が 分 か っ た。3. 家 族 の 食 事 の 満｡足 度は 炊 事

担 当 者 の 就 労 の 有 無 に よ る 差 は み ら れ な か っ た。4. 煮 物 の 喫 食 頻 度 が 低 下 し て い るいこ

と を 先 に 報 告 し た が、 家 族 数、 世 帯 数 が 多 い 方 が そ の 喫 食 頻 度 が 高 い 傾向 が み ら れ た。
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